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１ 事業報告 

 

  豊肥本線高速鉄道保有(株)は、ＪＲ豊肥本線の熊本駅～肥後大津駅間の時間短

縮、列車の増発等の輸送サービスの改善を図ることを目的に、同区間に電化設備

の整備等を実施するため、平成９年１１月に設立された。 

  国からの補助金、自治体、九州旅客鉄道（株）からの出資金及び日本政策投資

銀行等からの借入金を財源として、電化施設等の整備及び車両を購入し、九州旅

客鉄道（株）に貸し付け、その使用料を会社の収入としている。 

令和５年度においても、「豊肥線の高速化等に伴う鉄道施設の使用に関する契約」

に基づき、九州旅客鉄道（株）への鉄道施設の貸付けを行い、使用料収入による

投下資金の回収は、計画通りであった。 

 また、経費節減に努めるとともに、１名の常勤体制として効率的な会社運営に

取り組んでいる。 

 この結果、売上高は前年度と同額の 106,600 千円、経常利益は前年度 40,231 千

円に対し、今年度は 2.3%増の 41,146 千円となった。当期純利益は前年度 28,764

千円に対し、今年度は 4.3％減の 27,537 千円となり５年連続の黒字決算となった。 

  

 

 

 （参考）直前三事業年度の財産及び損益の状況 

期 
区 分 

第 24 期 

令和２年度 

第 25 期 

令和３年度 

第 26 期 

令和４年度 

（当事業年度） 

第 27 期 

令和５年度 

売上高 (千円) 106,600 106,600 106,600 106,600 

経常損益 (千円) 19,262 37,268 40,231 41,146 

当期純損益 (千円) 15,689 30,098 28,764 27,537 

1 株当たり当期純損益  （円) 367.26 704.54 673.32 644.60 

総資産 (千円) 1,355,115 1,388,987 1,421,045 1,445,469 

純資産 (千円) 1,343,853 1,373,951 1,402,715 1,430,252 
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【会社の概要】                 （令和６年７月１日現在） 

 

 

１．会社の名称等 

 （１）商   号   豊肥本線高速鉄道保有株式会社 
 

 （２）設立年月日   平成９年１１月２１日設立登記 
 

 （３）本店所在地   熊本県熊本市西区春日３丁目１５番４５号 

 

 

 

２．株式の状況 
 

 （１）発行可能株式総数     ５０，０００株 
 

 （２）発行済株式総数      ４２，７２０株 
 

 （３）資本の額     ２，１３６，０００千円 
 

 （４）株主数               ５名 
 

 （５）株主の状況                      （単位：千円） 

区

分 
出資者 出資額 区分 出資者 出資額 

自 

 

治 

 

体 

 

熊本県 694,200 

民 

 

間 

 

企 

 

業 

九州旅客鉄道㈱ 1,068,000 

熊本市 320,400 
  

大津町 26,700 

菊陽町 26,700   

 
   

小計 1,068,000 小計 1,068,000 

                合   計 2,136,000 
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３．取締役及び監査役の氏名及び主な職業 

職 氏 名 主な職業 

代表取締役社長 三浦 基路 九州旅客鉄道(株)執行役員熊本支社長 

取締役 森山 哲也 熊本県企画振興部交通政策・統計局長 

取締役 迫本 昭 熊本市都市建設局交通政策部長 

取締役 神崎 諭    九州旅客鉄道(株)総合企画本部経営企画部担当部長 

取締役(常勤) 園田 浩之 元ＪＲ九州商事(株)熊本支店長 

  (５名） 

監査役 中井 雄一郎 大津町会計管理者兼会計課長 

監査役 坂田 悟 菊陽町会計管理者兼会計課長 

監査役 舩越 稔幸 九州旅客鉄道(株)熊本支社副支社長 

  (３名） 

 

 

 

 

４．組織体制 

 

 

 

 
                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

取締役会 

代表取締役社長（１） 

企画部 

監査役会 

管理部 

取締役（常勤）（１） 
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２ 決算報告 

 

（１）損益計算書 

自 令和５年４月１日  至 令和６年３月３１日（単位：円） 

 

【営業損益の部】   

   〔営業収益〕   

     〔売上高〕  106,600,000 

   〔営業費用〕   

     〔売上原価〕   

        売上原価  50,749,200 

        売上総利益  55,850,800 

     〔販売費及び一般管理費〕   

        販売費及び一般管理費  18,342,892 

         営業利益  37,507,908 

【営業外損益の部】  

 

 

 

   〔営業外収益〕  

      受取利息 3,638,350 

      その他営業外収益 102 

        営業外収益合計  3,638,452 

                  経常利益 

 

41,146,360 

  

   

税引前当期純利益  41,146,360 

          法人税、住民税及び事業税  13,609,345 

          当期純利益  27,537,015 
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（２） 貸借対照表 

令和６年３月３１日現在 

（単位：円） 

資産の部 負債の部 

【流動資産】 72,986,328 【流動負債】 15,216,226 

  現金・預金 72,816,912 未払金 450,336 

   未収入金 

未収収益（未収利息） 

169,416 

0 

未払法人税等 

   未払消費税等 

12,004,900 

2,630,200 

    預り金 130,790 

    

     

    

     

【固定資産】   1,372,482,205   

（有形固定資産） 551,409,234     

   建物 9,546,105 

14 
負債の部合計 15,216,226 

   構築物 513,407,733 

 純資産の部 
  工具器具備品 7 

  土地 28,455,389 【株主資本】 1,430,252,307 

  資本金 2,136,000,000 

      利益剰余金 △705,747,693 

（無形固定資産） 2,818,102    その他利益剰余金 △705,747,693 

   施設利用権 2,818,102     繰越利益剰余金 △705,747,693 

    

（投資その他の資産） 818,254,869   

  投資有価証券 816,336,062   

  繰延税金資産 1,918,807   

    

    

    
  純資産の部合計 1,430,252,307 

資産の部合計 1,445,468,533 負債･純資産の部合計 1,445,468,533 
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１ 事業計画 

    

 （１）収入の確保 

    九州旅客鉄道(株)との鉄道施設の使用に関する契約に基づく使用料収入に

より収益の確保を図る。 

      

 （２）効率的な業務運営 

    常勤１名体制を維持し、業務費の節減を図り効率的な業務運営に努める。 

 

 （３）資金の運用 

    資金運用規程に基づき、日本国債又は地方債により運用し、低金利の状況

等を考慮しながら、引き続き安全で効率的運用により、安定的な収入確保を

図る。 
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２ 収支予算書 

損益計算書 

自 令和６年４月１日 至 令和７年３月３１日（単位：千円） 

 

【営業損益の部】   

   〔営業収益〕 
  

     〔売上高〕  106,600 

   〔営業費用〕   

     〔売上原価〕   

        売上原価  50,316 

        売上総利益  56,284 

     〔販売費及び一般管理費〕   

        販売費及び一般管理費  18,540 

         営業利益  37,744 

【営業外損益の部】   

   〔営業外収益〕           

      受取利息         3,462 

               営業外収益合計       3,462 

   〔営業外費用〕         

支払利息    0 

営業外費用合計  0 

         経常利益  41,206 

            税引前当期純利益  41,206 

             法人税、住民税及び事業税    13,000 

           当期純利益 28,206 

  
 


